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あつい日差しもいつしか変わり、澄んだ青い空、吹く風に秋を感じます。
気候も変化が大きいこの頃ですが、皆さま、いかがおすごしでしょうか？
日頃はNPOいのち訪問看護ステーションをご支援いただき、まことにありがとうございます。
夏の盛りをすぎて、大きなエネルギーが通りぬけていくように、旅立たれていく方が重なりました。
その中には私たちスタッフと近い年代の方も続きました。
あるときはその方の治療方法やゆく末の選択に想いをめぐらせ、ある時は交代で時間を問わずかけつけ、、、、せいいっぱい最後まで生きたそ
れぞれの眠るようなきれいなお顔に、どこか安堵しながらも、正直もっと一緒に生きておいしいもの食べたり、笑って話したりしたかったと
感じました。今年の夏の日々は言葉につくせない気持ちとともに私たちの心にあります。
医療はなにができるのでしょう、      ひとをケアするとは、、、
過日、NPOいのちの斎藤忠光理事長のお話を聞く機会がありました。老人ホームでお仕事をなさっていた頃、ある方が医療ではもう何もす
ることがなくなった時に、片手間ではなく時間をかけておいしいスープをつくり、つくった方が食べさせ、みんなでお世話をし、3週間生き
ておられたことをお聞きしました。その方はとてもきれいになっていき、そしてなくなったとき、皆のこころには何もなく、園全体はとても
神聖な場になっていた、と。「しろうとにてっする　なんの力もない　あるのは心だけ」とのお話が胸の奥に残っています。
私自身もこれまで、人間として心を尽くして頂いたことに助けられ、支えられて生きてこれました。
こころがかよい、いっしょに生きるとき、どんな状況でもそこには、えもいわれないやさしいあたたかさがあります。
おひとりおひとりは唯一のケースであり、いつも正解はわかりません。ただ、これからもずっと最良のケアを、日々考えてまいります。
NPOいのち訪問看護ステーションでは、在宅での療養、介護、最期まで家ですごしたいと希望される方のご相談をお受けしています。
困っていること、心配なことなどありましたら、お電話、メール、または直接、どんなことでもご相談ください。心よりお待ちしております。

実りの秋が近づいています。皆さま、どうぞ、すこやかにおすごし下さい、、、。　　(天田敬子 )

NPOいのち  訪問看護ステーション
■アクセス　
京王新線  初台駅・幡ヶ谷駅より徒歩約１０分
甲州街道（２０号）の本町１丁目の信号を南へ
代々木郵便局すぎて一つ目の信号を右に入る
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夏場の高温多湿や冷房、 秋口の不安定な気候が影響して体調を崩してしまう方がありま
す。
寝込んだりするほどの重大な症状が出ることが少ないため、　　　　　　　　　　
なんとなく体がだるい、　食欲がないなど、 体調がすぐれないと感じても、
特別な対策をとることのないまま、自然に体力が回復するのを待つ方がほとんどのようです。
　　　
日頃、 ほんの少し気をつけることで、　このような体調の不調を防げることもあります。
秋ならではの食べ物を楽しんだり、 ゆっくりぬるめのお風呂に浸かってリラックスしたり。
刻々と　変わっていく自然、 豊かな秋を感じながらお過ごしください。
下記は、 このようにしなくてはいけないというものではありません。
あくまでご参考までにお読みいただけましたら幸いです。

①食事
食欲がないからと簡単に済ませたり、 また、 冷たいものなどを摂って
しまいがちですが、 なるべく消化がよく、 あたたかいものを摂りましょう。
ニラ、 しょうが、 ネギは体を温める食材です。
また、 ビタミンＢ１が豊富な豚肉、 色の濃い野菜はバテに効果的といわれています。 　　
　　　
②入浴
冷房などによって冷えてしまった体をあたため、 身心がリラックスできるよう、
37～39℃のぬるめのお湯での入浴が理想です。

③睡眠
初秋は、 季節の変わり目で自律神経も乱れやすく、 よく眠れない、 寝付きが悪いという方
も多いのではないでしょうか。 朝一番に太陽の光を浴びることで、 夜眠りにつきやすくなる
ため、 日光浴はおススメです。 外に出られない方も、 できれば窓・カーテンを開けて、
朝陽を浴び、 新鮮な空気をお部屋にとりこんでください。 夜や明け方は気温が下がります
ので、 就寝時には寒くなった時にかけられる寝具をご用意ください。

ＮＰＯいのちは、活動の一つ
としターミナル期 ( 終末期 )
をすごされる方、ご家族のサ
ポートを行ってきました。
これまでの活動から、ご本人、
ご家族のお気持ち、希望が　
実現することを考え、訪問看
護と並行して、『ケア・サポ
ート』のサービスがあります。
“いのちある瞬間瞬間を大事
におひとりおひとりの願いに添った療養生活のサポー
ト "は、　ご希望や必要と考えられることをもとに、サー
ビス内容を決めます。
この度、10 日間 Sさんのサポートさせて頂きました。
病状が進み Sさんのニーズに十分に応えるためには、
奥様一人では24時間付き添うのは難しくなってきます。
このような時、ご家族にはお休みして頂きながら共に
付き添います。寂しがり屋の Sさんでしたので、手を
握りマッサージを行い傍に居るだけで安心なさり、意
識がある時は苦しい中でも手を握り返してこられまし
た。Sさんへのどれぐらいの支えになったかは…わかり
ません。
ただただ尽くしてこられた奥様と Sさんと一緒に過ご
す、かけがえのない日々でした。
仕事も病気も何も驚くほどに懸命に生きた Sさんは、
短い一生涯でした。最期まで生きることをまっとうし
た Sさん…　
ありがとうございます。

NPOいのちホームページにてスタッフ便り随時更新中
(www.npoinochi.org)

訪問看護メモ

■夏バテならぬ秋バテ？！
ある日のスタッフ便りよりある日のスタッフ便りより


